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今年も秋になりいよいよインフルエンザのシーズンに突入します。皆さんはど

のような症状が出たらインフルエンザを疑いますか？・・・そう発熱があった時

だと思います。ところが、インフルエンザで最も多い症状は・・実は「咳」なん

です。インフルエンザが治った後もしばらく咳が続いたなんてことを経験された方も多いと思います。

では、実際に咳が出てきた時にはどのように対処すればいいでしょうか。咳はその続く期間によって、

「急性の咳：３週間以内」「遷延性の咳：３週間〜８週間」「慢性の咳：８週間以上」の３つに分類します。

急性の咳の場合は、インフルエンザなどのウイルス感染（いわゆる風邪）が最も多いので、風邪っ

ぽいと思えば数日様子を見ることが一般的です。ところが、たまに肺炎や結核・肺癌、心疾患など重

篤な病気のことがあります。この場合は咳以外の症状、つまり発熱、鼻炎や喉の痛み、呼吸困難や動悸、

食欲低下や体重減少などの症状の有無で判断する必要があります。そのような症状が強い場合は早め

の受診が進められます。他の症状がなくて咳だけの場合だと１〜２週間様子を見てもいいと思います

が、それでも「２週間以上咳が続いたら胸のレントゲンを撮ってもらうこと」が大切です。結核や癌

などは咳だけが続くことは稀ではありません。

慢性の咳の場合は８週間以上続いているということになりますが、それまでに医療機関を受診され

ていることが前提です。そのような咳の原因の多くは、「咳喘息」「アトピー咳
がいそう

嗽」「副鼻腔気管支症候

群」「鼻炎 / 後鼻漏」「胃食道逆流症」などで、アレルギーや鼻の病気などの基礎の疾患（体質）があ

ることが多くなります。感染や癌などの重篤な病気の可能性は低くなってきます。咳止めの薬で良く

ならない場合は、このような基礎疾患のチェックをしてからいくつかの種類の薬を試していくことに

なります。

実は病院を受診される咳の方は、３〜８週間続いている遷延性の咳が一番多いのです。そのような

場合は急性の咳の延長なのか慢性の咳なのかを考えながら対応しています。

最後にお願いです。咳で医療機関を受診される際には「咳エチケット」としてマスクをしていただ

きますようお願いします。特にインフルエンザ流行期には来院者全員にマスクの着用をお願いしてい

ます。

咳に注意
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